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1．地下水採取量の経年変化
年間の地下水採取量は、地盤沈下防止等対策要綱による総合的な対策（地下水採取規制

に係わる条例の施行、代替水源の確保、代替水の供給事業等の完成など）によって、各地
域の地下水採取量は減少。
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筑後・佐賀平野
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県別地下水採取量の推移（規制地域）

佐賀県白石地区（規制地域）

佐賀県佐賀地区（規制地域） 佐賀県環境の保全と創造に

関する条例に移行(H15.4.1)

矢筈ダム建設事業
(H5.5完成)

佐賀導水建設事業(H20
年度完成)

嘉瀬川ダム建設事

業(H23年度完成)

佐賀西部広域水道用水供
給事業(H13年度完成)

佐賀東部水道用水供給
事業(H7年度完成)

筑後川下流用水事業
(H10.3完成) 中木庭ダム建設事業

(H19年度完成)

採取目標量

佐賀地区：年間600万ｍ３

白石地区：年間300万ｍ３

●28百万m3

●16百万m3

●6.6百万m3

3.6百万m3 ●
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データのある昭和61年以降、地盤沈下面積は減少傾向にあり、平成20年以降の
年間1cm以上の地盤沈下面積は5km2未満である。ただし、渇水であった平成6年に
は地盤沈下面積が増加した。
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筑後・佐賀平野地盤沈下面積の推移（規制地域＋観測地域）

3cm～
2cm～3cm
1cm～2cm

（ｋｍ2）

観測地域の

昭和56年～

昭和60年

データ無し

筑後・佐賀平野2．地盤沈下面積の経年変化



有明海
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佐賀県白石地区（規制地域）では、昭和47年以降の累積地盤沈下量は最大1m以上に達す
る。

福岡県観測地域では、海岸付近の狭い範囲で、昭和60年以降の累積沈下量は約1mに達し
た。
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累積沈下量等量線図
佐賀県累積沈下量分布図

（昭和47年2月1日～平成29年2月1日）
福岡県累積沈下量分布図

（昭和60年3月1日～平成29年2月1日）

筑後・佐賀平野3．地盤沈下の状況
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年間降水量：1,635mm（佐賀）●：佐賀気象観測所
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筑後・佐賀平野

年間降水量：1,014mm（佐賀）●：佐賀気象観測所

3．地盤沈下の状況

地盤沈下量が年間1cm以上の範囲図
（平成6年2月１日～平成7年2月１日）

地盤沈下量が年間1cm以上の範囲図
（平成29年2月１日～平成30年2月１日）

（渇水年）（最新年）

地盤沈下量が
年間1cm以上の範囲

地盤沈下量が年間1cm以上の範囲 地盤沈下量が年間1cm以上の範囲

佐賀県佐賀地区（規制地域）、白石地区（規制地域）では、平成29年～平成30年の1年間で
年間1cm以上の地盤沈下の範囲は計0.9km2であった。ただし、渇水であった平成6年には地
盤沈下面積が増加した。
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年間降水量：843mm（柳川）●：柳川気象観測所

筑後・佐賀平野

年間降水量：1,543mm（柳川）●：柳川気象観測所

3．地盤沈下の状況

地盤沈下量が年間1cm以上の範囲図
（平成6年2月１日～平成7年2月１日）

地盤沈下量が年間1cm以上の範囲図
（平成29年2月１日～平成30年2月１日）

地盤沈下量が年間1cm以上の範囲

局所的に地盤沈下が進行

地盤沈下量が年間1cm以上の範囲

（渇水年）（最新年）

福岡県観測地域では、平成29年～平成30年の1年間で年間1cm以上の地盤沈下の範囲は
無かった。ただし、渇水であった平成6年には地盤沈下面積が増加した。
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水準点ごとの5年間の累積地盤沈下量で見ると、地盤沈下が継続している。2つの時期を比
較すると、近年の5年間では地盤沈下量は減少傾向にある。

5年間の累積地盤沈下量図
（佐賀県：平成19年2月1日～平成24年2月1日）
（福岡県：平成19年2月1日～平成24年2月1日）

5年間の累積地盤沈下量図
（佐賀県：平成24年2月1日～平成29年2月1日）
（福岡県：平成24年2月1日～平成29年2月1日）

筑後・佐賀平野3．地盤沈下の状況


